
平
成
十
六
年
総
務
省
令
第
十
五
号

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
及
び
設
計
に
つ
い
て
の
認
証
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
一
年
郵
政
省
令
第
十
四
号
）

の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
三
条
）

第
二
章
　
登
録
認
定
機
関

第
一
節
　
技
術
基
準
適
合
認
定
（
第
四
条―

第
十
八
条
）

第
二
節
　
端
末
機
器
の
設
計
に
つ
い
て
の
認
証
（
第
十
九
条―

第
二
十
四
条
）

第
三
章
　
承
認
認
定
機
関

第
一
節
　
技
術
基
準
適
合
認
定
（
第
二
十
五
条―

第
三
十
四
条
）

第
二
節
　
端
末
機
器
の
設
計
に
つ
い
て
の
認
証
（
第
三
十
五
条―

第
四
十
条
）

第
四
章
　
特
定
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
（
第
四
十
一
条―

第
四
十
四
条
）

第
五
章
　
登
録
修
理
業
者
（
第
四
十
五
条―

第
五
十
三
条
）

第
六
章
　
雑
則
（
第
五
十
四
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
用
語
）

第
二
条
　
こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
対
象
と
す
る
端
末
機
器
）

第
三
条
　
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
種
類
の
端
末
設
備
の
機
器
は
、
次
の
端
末
機
器
と
す
る
。

一
　
ア
ナ
ロ
グ
電
話
用
設
備
（
電
話
用
設
備
（
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
設
備
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
音
声
の
伝
送
交
換
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
役
務
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ

て
、
端
末
設
備
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
を
接
続
す
る
点
に
お
い
て
ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
入
出
力
と
す
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
移
動
電
話
用
設
備
（
電
話
用
設
備
で
あ
っ
て
、
端
末
設
備
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
と
の
接
続
に
お
い

て
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
接
続
さ
れ
る
電
話
機
、
構
内
交
換
設
備
、
ボ
タ
ン
電
話
装
置
、
変
復
調
装
置
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
そ
の
他
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
端
末
機
器
（
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
電
話
用
設
備
（
電
話
用
設
備
（
電
気
通
信
番
号
規
則
（
令
和
元
年
総
務
省
令
第
四
号
）
別
表
第
一
号
に
掲
げ
る
固
定
電
話
番
号
を
使
用
し
て
提
供
す
る
音
声
伝
送
役
務
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限

る
。
）
で
あ
っ
て
、
端
末
設
備
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
と
の
接
続
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
を
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
接
続
さ
れ
る
電
話
機
、
構
内
交
換
設
備
、
ボ
タ
ン
電
話
装
置
、
符
号
変
換
装
置
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
と
音
声
信
号
を
相
互
に
符
号
変
換
す
る
装
置
を
い
う
。
）
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
そ
の
他
呼
の
制
御
を
行
う
端
末
機
器

三
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
移
動
電
話
用
設
備
（
移
動
電
話
用
設
備
（
電
気
通
信
番
号
規
則
別
表
第
四
号
に
掲
げ
る
音
声
伝
送
携
帯
電
話
番
号
を
使
用
し
て
提
供
す
る
音
声
伝
送
役
務
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ

て
、
端
末
設
備
又
は
自
営
電
気
通
信
設
備
と
の
接
続
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
を
使
用
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
接
続
さ
れ
る
端
末
機
器

四
　
無
線
呼
出
用
設
備
（
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
設
備
で
あ
っ
て
、
無
線
に
よ
っ
て
利
用
者
に
対
す
る
呼
出
し
（
こ
れ
に
付
随
す
る
通
報
を
含
む
。
）
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
役
務
の
用
に
供
す

る
も
の
を
い
う
。
）
に
接
続
さ
れ
る
端
末
機
器

五
　
総
合
デ
ジ
タ
ル
通
信
用
設
備
（
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
設
備
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
六
四
キ
ロ
ビ
ッ
ト
毎
秒
を
単
位
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
信
号
の
伝
送
速
度
に
よ
り
符
号
、
音
声
そ
の
他
の
音
響
又
は
影
像

を
統
合
し
て
伝
送
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
役
務
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
接
続
さ
れ
る
端
末
機
器

六
　
専
用
通
信
回
線
設
備
（
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
設
備
で
あ
っ
て
、
特
定
の
利
用
者
に
当
該
設
備
を
専
用
さ
せ
る
電
気
通
信
役
務
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い
う
。
）
又
は
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
伝
送
用
設
備
（
電

気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
電
気
通
信
回
線
設
備
で
あ
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
に
よ
り
専
ら
符
号
又
は
影
像
の
伝
送
交
換
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
役
務
の
用
に
供
す
る
も
の
を
い
う
。
）
に
接
続
さ
れ
る
端
末
機
器

２
　
法
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
端
末
機
器
は
、
前
項
に
規
定
す
る
端
末
機
器
と
す
る
。
た
だ
し
、
端
末
機
器
の
技
術
基
準
、
使
用
の
態
様
等
を
勘
案
し
て
、
電
気
通
信
回
線
設
備
を
利
用
す
る
他
の
利
用
者
の
通
信
に
著

し
く
妨
害
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。

第
二
章
　
登
録
認
定
機
関

第
一
節
　
技
術
基
準
適
合
認
定

（
事
業
の
区
分
）

第
四
条
　
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
の
区
分
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
通
話
の
用
に
供
す
る
端
末
機
器

二
　
前
号
以
外
の
端
末
機
器

（
登
録
の
申
請
）

第
五
条
　
法
第
八
十
六
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
号
の
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
法
第
八
十
六
条
第
三
項
の
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
（
申
請
者
が
法
人
の
場
合
に
限
る
。
）

二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
に
用
い
る
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
（
以
下
「
測
定
器
等
」
と
い
う
。
）
の
保
守
及
び
管
理
並
び
に
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の

こ
う較

正
又
は
校
正
（
以
下
「
較
正
等
」
と
い
う
。
）
の
計
画

三
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
実
施
の
方
法

四
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

３
　
法
第
八
十
六
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
定
款
の
謄
本
及
び
登
記
事
項
証
明
書
（
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
過
去
二
年
間
の
経
歴
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
の
書
類
）

二
　
登
録
の
申
請
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

三
　
法
第
八
十
七
条
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
示
す
様
式
第
三
号
の
書
類

四
　
認
定
員
が
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

五
　
測
定
器
等
を
借
り
入
れ
る
場
合
は
、
当
該
測
定
器
等
の
借
入
れ
に
関
す
る
契
約
書
又
は
当
該
借
入
れ
が
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
書
類
の
写
し

六
　
別
表
第
一
号
及
び
別
表
第
二
号
に
定
め
る
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、
第
八
条
第
二
項
各
号
の
事
項
に
係
る
受
託
者
と
の
取
決
め
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
の
写
し
又
は
そ
の
委
託
に
係
る
計
画
を

記
載
し
た
書
類

七
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
役
員
の
氏
名
及
び
過
去
二
年
間
の
経
歴
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
の
書
類
並
び
に
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
書
類

八
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
）

第
五
条
の
二
　
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
は
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
（
製
造
さ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
と
し
、
同
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
期

間
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

測
定
器
そ
の
他
の
設
備

期
間

一
　
電
圧
電
流
計
で
あ
っ
て
、
被
測
定
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
変
換
し
て
演
算
処
理
し
、
か
つ
、
測
定
値
を
デ
ジ
タ
ル
表
示
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

二
年

二
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
分
析
器
で
あ
っ
て
、
被
測
定
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
変
換
し
て
演
算
処
理
し
、
か
つ
、
測
定
値
を
デ
ジ
タ
ル
表
示
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

二
年

三
　
絶
縁
抵
抗
計
で
あ
っ
て
、
被
測
定
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
変
換
し
て
演
算
処
理
し
、
か
つ
、
測
定
値
を
デ
ジ
タ
ル
表
示
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の

二
年

四
　
発
振
器
で
あ
っ
て
、
自
己
較
正
等
機
能
を
有
す
る
も
の

二
年

（
登
録
認
定
機
関
の
登
録
の
更
新
）

第
六
条
　
登
録
認
定
機
関
の
登
録
の
更
新
の
申
請
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
前
三
箇
月
以
上
六
箇
月
を
超
え
な
い
期
間
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
五
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
認
定
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
七
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
九
十
条
第
二
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
四
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

（
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
等
）

第
八
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
そ
の
登
録
に
係
る
技
術
基
準
適
合
認
定
を
行
う
べ
き
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
別
表
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
録
認
定
機
関
は
、
別
表
第
一
号
の
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、
当
該
試
験
の
実
施
に
関
す
る
十
分
な
経
験
及
び
技
術
的
能
力
を
有
す
る
者
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
当
該
受
託
者
と
当
該
試
験
の
適

正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
取
り
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
委
託
す
る
試
験
の
範
囲
及
び
そ
れ
に
係
る
端
末
機
器
の
種
類

二
　
受
託
者
が
法
別
表
第
三
に
掲
げ
る
測
定
器
等
で
あ
っ
て
、
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
較
正
等
を
受
け
た
も
の
（
そ
の
較
正
等
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
一
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
（
第
五
条
の
二
の
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
に
あ
っ
て
は
、
同
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。
）
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
し
て
試
験
が

行
わ
れ
る
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項

三
　
別
表
第
一
号
に
定
め
る
試
験
の
方
法
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項

四
　
試
験
の
公
正
な
実
施
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項

五
　
試
験
に
係
る
責
任
の
所
在
及
び
業
務
の
分
担
に
関
す
る
事
項

六
　
試
験
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
の
管
理
及
び
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

七
　
そ
の
他
試
験
に
係
る
試
験
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

３
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
五
号
の
報
告
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名
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二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
の
種
類

三
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
の
名
称

四
　
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号

五
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
し
た
年
月
日

４
　
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
登
録
認
定
機
関
に
よ
る
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
者
は
、
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
六
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
た
事
項

二
　
変
更
し
た
年
月
日

６
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
第
四
項
の
公
示
の
内
容
に
変
更
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
の
内
容
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
登
録
認
定
機
関
は
、
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
者
が
不
正
な
手
段
に
よ
り
当
該
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
又
は
認
定
員
が
法
第
五
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
法
第
九
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反

し
て
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
術
基
準
適
合
認
定
の
拒
否
の
通
知
）

第
九
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
そ
の
登
録
に
係
る
技
術
基
準
適
合
認
定
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も
っ
て
当
該
技
術
基
準
適
合
認
定
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
十
条
　
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
当
該
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
端
末
機
器
に
あ
っ
て
は
、
当
該
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明

書
及
び
包
装
又
は
容
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
記
録

し
、
当
該
端
末
機
器
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

三
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
端
末
機
器
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

２
　
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
製
品
に
組
み
込
ま
れ
た
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
さ
れ
て
い
る
表
示
（
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
等
に
付
さ
れ
た
表
示
を
含
む
。
）
を
目
視

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
た
に
付
す
る
こ
と
と
な
る
表
示
は
、
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
製
品
に
あ
っ
て
は
、
当
該
製
品
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
及
び
包
装
又
は
容
器
の
見
や

す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
方
法

三
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状

態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

３
　
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
端
末
機
器
又
は
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
表
示
を
付
す
る
場
合
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
表
示
を
付
し
た
旨

及
び
当
該
表
示
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
書
類
の
当
該
端
末
機
器
又
は
当
該
製
品
へ
の
添
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
役
員
等
の
選
任
及
び
解
任
の
届
出
）

第
十
一
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
九
十
三
条
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
八
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
選
任
若
し
く
は
解
任
し
た
役
員
又
は
認
定
員
の
氏
名
並
び
に
認
定
員
の
選
任
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

二
　
選
任
又
は
解
任
の
理
由

三
　
選
任
又
は
解
任
し
た
年
月
日

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
役
員
の
選
任
の
届
出
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
過
去
二
年
間
の
経
歴
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
の
書
類
及
び
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
す
書
類

二
　
認
定
員
の
選
任
の
届
出
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

（
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
十
二
条
　
法
第
九
十
四
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
登
録
に
係
る
事
業
の
区
分

二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

三
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
に
関
す
る
事
項

四
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
実
施
の
方
法
（
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
。
）
及
び
そ
の
公
開
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
他
の
者
に
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
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イ
　
受
託
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

ロ
　
第
八
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

六
　
手
数
料
の
額
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

七
　
認
定
員
の
選
任
及
び
解
任
並
び
に
そ
の
配
置
に
関
す
る
事
項

八
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

九
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
　
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

十
一
　
そ
の
他
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
規
程
の
届
出
）

第
十
三
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
九
十
四
条
前
段
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
九
号
の
届
出
書
に
業
務
規
程
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
九
十
四
条
後
段
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
号
の
届
出
書
に
変
更
後
の
業
務
規
程
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
）

第
十
四
条
　
法
第
九
十
五
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
九
十
五
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
認
定
機
関
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
当
該
受

信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
物
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

（
帳
簿
）

第
十
五
条
　
法
第
九
十
六
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
求
め
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先

二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
求
め
に
係
る
書
類
の
受
理
年
月
日

三
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
の
種
類
及
び
設
計

四
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
の
名
称
及
び
製
造
番
号

五
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
際
に
用
い
た
試
験
方
法

六
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
際
に
使
用
し
た
測
定
器
等
ご
と
の
名
称
又
は
型
式
、
製
造
事
業
者
名
、
製
造
番
号
、
較
正
等
を
行
っ
た
年
月
日
（
当
該
測
定
器
等
が
第
五
条
の
二
の
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
で
あ

っ
て
、
当
該
較
正
等
を
行
っ
た
年
月
日
の
翌
月
の
一
日
か
ら
起
算
し
て
当
該
測
定
器
等
を
使
用
し
た
年
月
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
較
正
等
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
並
び
に

当
該
較
正
等
の
方
法
が
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
測
定
器
等
を
較
正
等
し
た
法
別
表
第
三
に
掲
げ
る
測
定
器
等
の
名
称
又
は
型
式
、
製
造
事
業
者
名
、
製
造
番
号
、
較
正
等
を
行
っ
た
年
月
日

及
び
較
正
等
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

七
　
審
査
の
経
過
（
試
験
に
あ
っ
て
は
、
試
験
結
果
を
含
む
。
）
及
び
結
果

八
　
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号
及
び
技
術
基
準
適
合
認
定
を
し
た
年
月
日

２
　
法
第
九
十
六
条
の
帳
簿
は
、
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
又
は
記
録
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
帳
簿
の
保
存
を
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
十
六
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
一
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
範
囲

二
　
休
止
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日
及
び
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
そ
の
期
間

三
　
休
止
又
は
廃
止
の
理
由

（
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
引
継
ぎ
）

第
十
七
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
百
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
を
総
務
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
総
務
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三
　
そ
の
他
総
務
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
公
示
）

第
十
八
条
　
法
第
五
十
五
条
第
二
項
、
法
第
九
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
法
第
九
十
九
条
第
三
項
、
法
第
百
条
第
三
項
並
び
に
法
第
百
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
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２
　
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
行
う
。

第
二
節
　
端
末
機
器
の
設
計
に
つ
い
て
の
認
証

（
設
計
認
証
の
た
め
の
審
査
等
）

第
十
九
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
そ
の
登
録
に
係
る
設
計
認
証
を
行
う
べ
き
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
別
表
第
二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
設
計
認
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
別
表
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
五
号
の
報
告
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
設
計
認
証
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
設
計
認
証
に
係
る
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
種
類

三
　
設
計
認
証
に
係
る
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
名
称

四
　
設
計
認
証
番
号

五
　
設
計
認
証
を
し
た
年
月
日

４
　
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
設
計
認
証
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す

る
。

５
　
認
証
取
扱
業
者
は
、
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
に
つ
い
て
検
査
を
最
後
に
行
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
第
三
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
六
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
端
末
機
器
の
取
扱
い
を
終
了
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
変
更
し
た
事
項

二
　
変
更
し
た
年
月
日

６
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
が
第
四
項
の
公
示
の
内
容
に
変
更
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
の
内
容
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
登
録
認
定
機
関
は
、
認
証
取
扱
業
者
が
不
正
な
手
段
に
よ
り
設
計
認
証
を
受
け
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
又
は
認
定
員
が
法
第
五
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反

し
て
設
計
認
証
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
　
登
録
認
定
機
関
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
が
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
技
術
基
準
（
以
下
「
技
術
基
準
」
と
い
う
。
）
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
計
認
証
の
拒
否
の
通
知
）

第
二
十
条
　
登
録
認
定
機
関
は
、
そ
の
登
録
に
係
る
設
計
認
証
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も
っ
て
当
該
設
計
認
証
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
記
録
の
作
成
等
）

第
二
十
一
条
　
法
第
五
十
七
条
第
二
項
の
検
査
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
検
査
に
係
る
設
計
認
証
番
号

二
　
検
査
を
行
っ
た
年
月
日
及
び
場
所

三
　
検
査
を
行
っ
た
責
任
者
の
氏
名

四
　
検
査
の
方
法

五
　
検
査
の
結
果

２
　
前
項
の
検
査
記
録
は
、
検
査
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
に
規
定
す
る
検
査
記
録
の
保
存
は
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
す
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
二
十
二
条
　
法
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
当
該
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
端
末
機
器
に
あ
っ
て
は
、
当
該
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
及
び
包

装
又
は
容
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
端
末
機
器
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

三
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
端
末
機
器
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
方
法

２
　
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
製
品
に
組
み
込
ま
れ
た
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
さ
れ
て
い
る
表
示
（
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
等
に
付
さ
れ
た
表
示
を
含
む
。
）
を
目
視

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
た
に
付
す
る
こ
と
と
な
る
表
示
は
、
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
製
品
に
あ
っ
て
は
、
当
該
製
品
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
及
び
包
装
又
は
容
器
の
見
や

す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
方
法
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三
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状

態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

３
　
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
端
末
機
器
又
は
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
表
示
を
付
す
る
場
合
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
表
示
を
付
し
た
旨

及
び
当
該
表
示
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
書
類
の
当
該
端
末
機
器
又
は
当
該
製
品
へ
の
添
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
二
十
三
条
　
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
は
登
録
認
定
機
関
が
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
及
び
設
計
認
証
の
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
第
十
五
条
の
規
定
は
登
録
認
定
機
関
が
設
計
認

証
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一
条
第
一
項
中
「
法
第
九
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
三
条
」
と
、
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
中
「
法
第
九
十
四
条
」

と
あ
る
の
は
「
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
四
条
」
と
、
第
十
二
条
第
四
号
及
び
第
五
号
ロ
中
「
第
八
条
第
二
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
条
第
二
項
各
号
（
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
」
と
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
法
第
九
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
六
条
」
と
、
同
条
第
一
項
第
四
号
中
「
端
末
機
器
の
名
称
及
び
製
造
番
号
」
と
あ
る
の
は
「
設
計
に
基

づ
く
端
末
機
器
の
名
称
」
と
、
第
十
六
条
中
「
法
第
九
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
九
条
第
一
項
」
と
、
第
十
七
条
中
「
法
第
百
二
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
三
条
に
お

い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
公
示
）

第
二
十
四
条
　
法
第
六
十
条
第
二
項
、
法
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
法
第
六
十
二
条
第
四
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

２
　
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
行
う
。

第
三
章
　
承
認
認
定
機
関

第
一
節
　
技
術
基
準
適
合
認
定

（
承
認
の
申
請
）

第
二
十
五
条
　
法
第
百
四
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
号
の
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
申
請
を
行
う
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
る
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
（
申
請
者
が
法
人
の
場
合
に
限
る
。
）

二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
に
用
い
る
測
定
器
等
の
保
守
及
び
管
理
並
び
に
較
正
等
の
計
画

三
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
実
施
の
方
法

四
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

３
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
六
条
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
定
款
の
謄
本
及
び
登
記
事
項
証
明
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
過
去
二
年
間
の
経
歴
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
の
書
類
）

二
　
承
認
の
申
請
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

三
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
七
条
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
示
す
様
式
第
三
号
の
書
類

四
　
認
定
員
が
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類

五
　
測
定
器
等
を
借
り
入
れ
る
場
合
は
、
当
該
測
定
器
等
の
借
入
れ
に
関
す
る
契
約
書
又
は
当
該
借
入
れ
が
確
実
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
書
類
の
写
し

六
　
別
表
第
一
号
及
び
別
表
第
二
号
に
定
め
る
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、
第
八
条
第
二
項
各
号
の
事
項
に
係
る
受
託
者
と
の
取
決
め
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類
の
写
し
又
は
そ
の
委
託
に
係
る
計
画
を

記
載
し
た
書
類

七
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
役
員
の
氏
名
及
び
過
去
二
年
間
の
経
歴
を
記
載
し
た
様
式
第
二
号
の
書
類
並
び
に
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で

な
い
こ
と
を
示
す
書
類

八
　
申
請
者
が
外
国
の
法
令
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
検
査
に
関
す
る
制
度
で
技
術
基
準
適
合
認
定
の
制
度
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
外
国
検
査
制
度
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
い
て
端
末
機
器
の
検
査
、
試
験
等
を
行
う
者
で
あ
る
こ
と
を

示
す
書
類

九
　
外
国
検
査
制
度
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

十
　
外
国
検
査
制
度
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
検
査
、
試
験
等
の
業
務
そ
の
他
の
現
に
行
っ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

十
一
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
承
認
認
定
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
二
十
六
条
　
承
認
認
定
機
関
は
、
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
条
第
二
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
四
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
等
）

第
二
十
七
条
　
承
認
認
定
機
関
は
、
そ
の
承
認
に
係
る
技
術
基
準
適
合
認
定
を
行
う
べ
き
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
別
表
第
一
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２
　
承
認
認
定
機
関
は
、
別
表
第
一
号
の
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、
当
該
試
験
の
実
施
に
関
す
る
十
分
な
経
験
及
び
技
術
的
能
力
を
有
す
る
者
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
当
該
受
託
者
と
当
該
試
験
の
適

正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
取
り
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
委
託
す
る
試
験
の
範
囲
及
び
そ
れ
に
係
る
端
末
機
器
の
種
類

二
　
受
託
者
が
法
別
表
第
三
に
掲
げ
る
測
定
器
等
で
あ
っ
て
、
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
較
正
等
を
受
け
た
も
の
（
そ
の
較
正
等
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
一
日
か
ら
起
算
し

て
一
年
（
第
五
条
の
二
の
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
に
あ
っ
て
は
、
同
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。
）
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
し
て
試
験
が

行
わ
れ
る
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項

三
　
別
表
第
一
号
に
定
め
る
試
験
の
方
法
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項

四
　
試
験
の
公
正
な
実
施
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項

五
　
試
験
に
係
る
責
任
の
所
在
及
び
業
務
の
分
担
に
関
す
る
事
項

六
　
試
験
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
の
管
理
及
び
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項

七
　
そ
の
他
試
験
に
係
る
試
験
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

３
　
承
認
認
定
機
関
は
、
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
五
号
の
報
告
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
の
種
類

三
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
の
名
称

四
　
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号

五
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
し
た
年
月
日

４
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
承
認
認
定
機
関
に
よ
る
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
者
は
、
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
六
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
た
事
項

二
　
変
更
し
た
年
月
日

６
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
届
出
が
第
四
項
の
公
示
の
内
容
に
変
更
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
変
更
の
内
容
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
承
認
認
定
機
関
は
、
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
者
が
不
正
な
手
段
に
よ
り
当
該
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
又
は
認
定
員
が
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
一
項
若
し
く

は
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
術
基
準
適
合
認
定
の
拒
否
の
通
知
）

第
二
十
八
条
　
承
認
認
定
機
関
は
、
そ
の
承
認
に
係
る
技
術
基
準
適
合
認
定
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も
っ
て
当
該
技
術
基
準
適
合
認
定
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
二
十
九
条
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
当
該
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
端
末
機
器
に
あ
っ
て
は
、
当
該
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明

書
及
び
包
装
又
は
容
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
端
末
機
器
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

三
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
認
定
を
受
け
た
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
端
末
機
器
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

２
　
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
製
品
に
組
み
込
ま
れ
た
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
さ
れ
て
い
る
表
示
（
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
等
に
付
さ
れ
た
表
示
を
含
む
。
）
を
目
視

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
た
に
付
す
る
こ
と
と
な
る
表
示
は
、
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
製
品
に
あ
っ
て
は
、
当
該
製
品
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
及
び
包
装
又
は
容
器
の
見
や

す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
方
法

三
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状

態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

３
　
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
端
末
機
器
又
は
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
表
示
を
付
す
る
場
合
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
表
示
を
付
し
た
旨

及
び
当
該
表
示
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
書
類
の
当
該
端
末
機
器
又
は
当
該
製
品
へ
の
添
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
三
十
条
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
四
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
承
認
に
係
る
事
業
の
区
分

二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
に
関
す
る
事
項

三
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
実
施
の
方
法
（
第
二
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
。
）

四
　
他
の
者
に
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
受
託
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

ロ
　
第
二
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
閲
覧
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
認
定
員
の
選
任
及
び
解
任
並
び
に
そ
の
配
置
に
関
す
る
事
項

六
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

七
　
そ
の
他
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

（
業
務
規
程
の
届
出
）

第
三
十
一
条
　
承
認
認
定
機
関
は
、
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
四
条
前
段
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
九
号
の
届
出
書
に
業
務
規
程
を
添
え
て
、
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
承
認
認
定
機
関
は
、
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
四
条
後
段
の
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
号
の
届
出
書
に
変
更
後
の
業
務
規
程
を
添
え
て
、
総
務

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

（
帳
簿
）

第
三
十
二
条
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
六
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
術
基
準
適
合
認
定
を
求
め
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先

二
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
求
め
に
係
る
書
類
の
受
理
年
月
日

三
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
の
種
類
及
び
設
計

四
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
の
名
称
及
び
製
造
番
号

五
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
際
に
用
い
た
試
験
方
法

六
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
際
に
使
用
し
た
測
定
器
等
ご
と
の
名
称
又
は
型
式
、
製
造
事
業
者
名
、
製
造
番
号
、
較
正
等
を
行
っ
た
年
月
日
（
当
該
測
定
器
等
が
第
五
条
の
二
の
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
で
あ

っ
て
、
当
該
較
正
等
を
行
っ
た
年
月
日
の
翌
月
の
一
日
か
ら
起
算
し
て
当
該
測
定
器
等
を
使
用
し
た
年
月
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
較
正
等
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
並
び
に

当
該
較
正
等
の
方
法
が
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
測
定
器
等
を
較
正
等
し
た
法
別
表
第
三
に
掲
げ
る
測
定
器
等
の
名
称
又
は
型
式
、
製
造
事
業
者
名
、
製
造
番
号
、
較
正
等
を
行
っ
た
年
月
日

及
び
較
正
等
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

七
　
審
査
の
経
過
（
試
験
に
あ
っ
て
は
、
試
験
結
果
を
含
む
。
）
及
び
結
果

八
　
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号
及
び
技
術
基
準
適
合
認
定
を
し
た
年
月
日

２
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
六
条
の
帳
簿
は
、
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
ご
と
に
作
成
し
て
備
え
付
け
、
記
載
又
は
記
録
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存
を
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
）

第
三
十
三
条
　
承
認
認
定
機
関
は
、
法
第
百
四
条
第
二
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
一
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
又
は
廃
止
し
た
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
の
範
囲

二
　
休
止
又
は
廃
止
し
た
年
月
日
及
び
休
止
し
た
場
合
は
そ
の
期
間

（
公
示
）

第
三
十
四
条
　
法
第
百
四
条
第
三
項
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
二
項
並
び
に
法
第
九
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
法
第
百
五
条
第
三
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

２
　
法
第
百
四
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
行
う
。

第
二
節
　
端
末
機
器
の
設
計
に
つ
い
て
の
認
証

（
設
計
認
証
の
た
め
の
審
査
等
）

第
三
十
五
条
　
承
認
認
定
機
関
は
、
そ
の
承
認
に
係
る
設
計
認
証
を
行
う
べ
き
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
別
表
第
二
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
設
計
認
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
別
表
第
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
別
表
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３
　
承
認
認
定
機
関
は
、
法
第
百
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
五
号
の
報
告
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
　
設
計
認
証
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二
　
設
計
認
証
に
係
る
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
種
類

三
　
設
計
認
証
に
係
る
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
名
称

四
　
設
計
認
証
番
号

五
　
設
計
認
証
を
し
た
年
月
日

４
　
法
第
百
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
あ
っ
て
は
、
設
計
認
証
を
受
け
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。

５
　
承
認
認
定
機
関
に
よ
る
設
計
認
証
を
受
け
た
者
は
、
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
に
つ
い
て
検
査
を
最
後
に
行
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
、
第
三
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ

っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
六
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
端
末
機
器
の
取
扱
い
を
終
了
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
変
更
し
た
事
項

二
　
変
更
し
た
年
月
日

６
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
第
四
項
の
公
示
の
内
容
に
変
更
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
変
更
の
内
容
を
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

７
　
承
認
認
定
機
関
は
、
設
計
認
証
を
受
け
た
者
が
不
正
な
手
段
に
よ
り
設
計
認
証
を
受
け
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
又
は
認
定
員
が
法
第
百
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
法
第
百
四
条
第
七
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
設
計
認
証
の
た
め
の
審
査
を
行
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨
を
総
務
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
計
認
証
の
拒
否
の
通
知
）

第
三
十
六
条
　
承
認
認
定
機
関
は
、
そ
の
承
認
に
係
る
設
計
認
証
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
理
由
を
付
し
た
文
書
を
も
っ
て
当
該
設
計
認
証
を
求
め
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
記
録
の
作
成
等
）

第
三
十
七
条
　
法
第
百
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
七
条
第
二
項
の
検
査
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
検
査
に
係
る
設
計
認
証
番
号

二
　
検
査
を
行
っ
た
年
月
日
及
び
場
所

三
　
検
査
を
行
っ
た
責
任
者
の
氏
名

四
　
検
査
の
方
法

五
　
検
査
の
結
果

２
　
前
項
の
検
査
記
録
は
、
検
査
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
記
録
の
保
存
は
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
三
十
八
条
　
法
第
百
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
当
該
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
端
末
機
器
に
あ
っ
て
は
、
当
該
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
及
び
包

装
又
は
容
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
端
末
機
器
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

三
　
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
を
認
証
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
端
末
機
器
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
方
法

２
　
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
製
品
に
組
み
込
ま
れ
た
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
さ
れ
て
い
る
表
示
（
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
等
に
付
さ
れ
た
表
示
を
含
む
。
）
を
目
視

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
た
に
付
す
る
こ
と
と
な
る
表
示
は
、
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
製
品
に
あ
っ
て
は
、
当
該
製
品
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
及
び
包
装
又
は
容
器
の
見
や

す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
方
法

三
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状

態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

３
　
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
端
末
機
器
又
は
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
表
示
を
付
す
る
場
合
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
表
示
を
付
し
た
旨

及
び
当
該
表
示
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
書
類
の
当
該
端
末
機
器
又
は
当
該
製
品
へ
の
添
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
三
十
九
条
　
第
三
十
条
、
第
三
十
一
条
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定
は
承
認
認
定
機
関
が
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
及
び
設
計
認
証
の
業
務
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
第
三
十
二
条
の
規
定
は
承
認
認
定
機
関
が
設
計
認
証
を
行
う
場

合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
百
四
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
四
条
第
七
項
」
と
、
第
三
十
条
第
三
号
及
び
第
四
号
ロ
中
「
第
二
十
七
条
第
二
項
各
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号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
七
条
第
二
項
各
号
（
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
第
三
十
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
端
末
機
器
の
名
称
及
び
製
造
番
号
」
と
あ
る
の
は
「
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器

の
名
称
」
と
、
第
三
十
三
条
中
「
法
第
百
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
百
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
公
示
）

第
四
十
条
　
法
第
百
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
二
項
、
法
第
六
十
条
第
二
項
及
び
法
第
六
十
二
条
第
四
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

２
　
法
第
百
四
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
九
十
二
条
第
二
項
の
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
行
う
。

第
四
章
　
特
定
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認

（
検
証
等
）

第
四
十
一
条
　
製
造
業
者
又
は
輸
入
業
者
は
、
法
第
六
十
三
条
第
二
項
の
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
四
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
製
造
業
者
又
は
輸
入
業
者
は
、
法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
及
び
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
二
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
定
端
末
機
器
の
名
称

二
　
特
定
端
末
機
器
を
製
造
す
る
工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地
（
輸
入
業
者
に
あ
っ
て
は
、
特
定
端
末
機
器
の
製
造
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
当
該
特
定
端
末
機
器
を
製
造
す
る
工
場
又
は
事
業
場
の
名
称

及
び
所
在
地
）

三
　
第
一
項
の
検
証
の
際
に
使
用
し
た
測
定
器
等
ご
と
の
名
称
又
は
型
式
、
製
造
事
業
者
名
、
製
造
番
号
、
較
正
等
を
行
っ
た
年
月
日
（
当
該
測
定
器
等
が
第
五
条
の
二
の
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
で
あ
っ
て
、
当
該
較
正
等
を
行
っ

た
年
月
日
の
翌
月
の
一
日
か
ら
起
算
し
て
当
該
測
定
器
等
を
使
用
し
た
年
月
日
ま
で
の
期
間
が
一
年
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
較
正
等
を
行
っ
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
並
び
に
当
該
較
正
等
の
方
法
が
法
第

八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
測
定
器
等
を
較
正
等
し
た
法
別
表
第
三
に
掲
げ
る
測
定
器
等
の
名
称
又
は
型
式
、
製
造
事
業
者
名
、
製
造
番
号
、
較
正
等
を
行
っ
た
年
月
日
及
び
較
正
等
を
行
っ
た
者
の

氏
名
又
は
名
称

３
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
届
出
を
し
た
者
に
、
届
出
番
号
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
六
十
三
条
第
四
項
の
検
証
に
係
る
記
録
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
届
出
番
号

二
　
特
定
端
末
機
器
の
設
計

三
　
試
験
を
行
っ
た
際
に
用
い
た
試
験
方
法

四
　
試
験
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
コ
ネ
ク
タ
そ
の
他
の
試
験
の
際
に
特
に
必
要
な
物
件
の
名
称
、
種
類
及
び
そ
の
保
管
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、
受
託
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
別
表
第
四
号
二
（
２
）
の
取
決
め
事
項

六
　
検
証
の
経
過
（
試
験
に
あ
っ
て
は
、
試
験
結
果
を
含
む
。
）
及
び
結
果

５
　
前
項
の
検
証
に
係
る
記
録
は
、
そ
の
検
証
に
係
る
法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
検
査
を
最
後
に
行
っ
た
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
　
前
項
の
検
証
に
係
る
記
録
の
保
存
は
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７
　
届
出
業
者
は
、
法
第
六
十
三
条
第
五
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
様
式
第
十
三
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
条
第
三
項
第
五
号
に
係
る
届
出

に
あ
っ
て
は
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
届
出
に
限
る
。

一
　
変
更
し
た
事
項

二
　
変
更
し
た
年
月
日

三
　
変
更
の
理
由

８
　
届
出
業
者
は
、
法
第
六
十
三
条
第
三
項
第
四
号
に
係
る
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
別
表
第
四
号
三
に
従
い
確
認
の
方
法
の
検
証
を
行
い
、
検
証
に
係
る
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
変
更
後
の
技
術

基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
確
認
方
法
書
の
全
文
を
添
付
し
て
総
務
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９
　
第
四
項
（
第
一
号
及
び
第
六
号
に
限
る
。
）
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
の
検
証
に
係
る
記
録
に
準
用
す
る
。

10
　
法
第
六
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
業
者
が
届
出
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
同
条
第
三
項
の
届
出
に
係
る
設
計
に
基
づ
く
特
定
端
末
機
器
に
つ
い
て
検
査
を
最
後
に
行
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
年
を
経
過
す

る
ま
で
の
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
端
末
機
器
の
製
造
又
は
輸
入
を
終
了
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

11
　
法
第
六
十
三
条
第
六
項
の
公
示
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
届
出
業
者
の
氏
名
又
は
名
称

二
　
特
定
端
末
機
器
の
種
別

三
　
特
定
端
末
機
器
の
名
称

四
　
届
出
番
号

五
　
法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
届
出
の
年
月
日

（
検
査
記
録
の
作
成
）

第
四
十
二
条
　
法
第
六
十
四
条
第
二
項
の
検
査
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
検
査
を
行
っ
た
特
定
端
末
機
器
に
係
る
届
出
番
号
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二
　
検
査
を
行
っ
た
年
月
日
及
び
場
所

三
　
検
査
を
行
っ
た
責
任
者
の
氏
名

四
　
検
査
の
方
法

五
　
検
査
の
結
果

２
　
前
項
の
検
査
記
録
は
、
検
査
の
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
記
録
の
保
存
は
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
四
十
三
条
　
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
を
し
た
特
定
端
末
機
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
当
該
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
特
定
端
末
機
器
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
端
末
機
器
に

付
属
す
る
取
扱
説
明
書
及
び
包
装
又
は
容
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
を
し
た
特
定
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
特
定
端
末
機
器
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

三
　
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
表
示
を
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
を
し
た
特
定
端
末
機
器
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
特
定
端
末
機
器
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状

態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

２
　
法
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
製
品
に
組
み
込
ま
れ
た
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
さ
れ
て
い
る
表
示
（
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
等
に
付
さ
れ
た
表
示
を
含
む
。
）
を
目
視

そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
確
認
し
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
た
に
付
す
る
こ
と
と
な
る
表
示
は
、
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

一
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
見
や
す
い
箇
所
に
付
す
方
法
（
表
示
を
付
す
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
製
品
に
あ
っ
て
は
、
当
該
製
品
に
付
属
す
る
取
扱
説
明
書
及
び
包
装
又
は
容
器
の
見
や

す
い
箇
所
に
付
す
方
法
）

二
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状
態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
方
法

三
　
表
示
を
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、
当
該
表
示
を
特
定
の
操
作
に
よ
っ
て
当
該
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
接
続
し
た
製
品
の
映
像
面
に
直
ち
に
明
瞭
な
状

態
で
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
法

３
　
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
又
は
前
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
特
定
端
末
機
器
又
は
適
合
表
示
端
末
機
器
を
組
み
込
ん
だ
製
品
に
表
示
を
付
す
る
場
合
は
、
電
磁
的
方
法
に
よ
っ
て
表
示
を
付
し

た
旨
及
び
当
該
表
示
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
書
類
の
当
該
特
定
端
末
機
器
又
は
当
該
製
品
へ
の
添
付
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
公
示
）

第
四
十
四
条
　
法
第
六
十
六
条
第
二
項
、
法
第
六
十
七
条
第
二
項
及
び
法
第
六
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
五
条
第
二
項
の
公
示
は
、
官
報
で
告
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

２
　
法
第
六
十
三
条
第
六
項
の
公
示
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
行
う
。

第
五
章
　
登
録
修
理
業
者

（
登
録
の
申
請
）

第
四
十
五
条
　
法
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
五
号
の
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
の
修
理
方
法
書
（
以
下
「
修
理
方
法
書
」
と
い
う
。
）
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
修
理
の
手
順

二
　
修
理
の
確
認
の
手
順

三
　
前
号
に
規
定
す
る
修
理
の
確
認
に
使
用
す
る
測
定
器
等
の
名
称
又
は
型
式
及
び
製
造
業
者
名
（
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
試
験
の
全
部
を
委
託
す
る
場
合
を
除
く
。
）

四
　
前
号
に
規
定
す
る
測
定
器
等
の
保
守
及
び
管
理
並
び
に
較
正
等
の
計
画
（
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
試
験
の
全
部
を
委
託
す
る
場
合
を
除
く
。
）

五
　
第
二
号
に
規
定
す
る
修
理
の
確
認
に
お
い
て
、
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、
別
表
第
六
号
第
三
項
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
の
事
項
に
係
る
受
託
者
と
の
取
決
め
の
内
容
又
は
そ

の
委
託
に
係
る
計
画

六
　
製
造
業
者
と
の
契
約
等
に
よ
り
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号
、
設
計
認
証
番
号
又
は
届
出
番
号
（
以
下
「
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
設
計
及
び
修
理
の
方
法
に
関
す
る
情
報
の

提
供
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
内
容

七
　
特
定
端
末
機
器
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
管
理
及
び
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

八
　
修
理
を
受
け
る
者
が
不
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
項
の
説
明
及
び
修
理
の
実
施
に
係
る
同
意
の
取
得
の
手
続

３
　
法
第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
様
式
第
十
六
号
の
誓
約
書
と
す
る
。

一
　
別
表
第
七
号
に
掲
げ
る
修
理
体
制
、
管
理
体
制
等
の
管
理
に
関
す
る
事
項

二
　
前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
特
定
端
末
機
器
の
修
理
に
関
し
参
考
と
な
る
事
項

４
　
第
二
項
第
二
号
の
修
理
の
確
認
の
手
順
は
、
別
表
第
六
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
妨
害
を
与
え
る
お
そ
れ
の
少
な
い
修
理
の
方
法
の
基
準
等
）

第
四
十
六
条
　
法
第
六
十
八
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
総
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。
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一
　
修
理
す
る
箇
所
が
、
表
示
装
置
、
フ
レ
ー
ム
、
マ
イ
ク
、
ス
ピ
ー
カ
、
カ
メ
ラ
、
操
作
ボ
タ
ン
、
コ
ネ
ク
タ
、
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
、
電
池
そ
の
他
の
箇
所
で
あ
っ
て
、
電
気
通
信
回
線
設
備
を
利
用
す
る
他
の
利
用
者
の
通
信
に
影

響
を
与
え
る
お
そ
れ
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
同
等
の
部
品
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
前
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
業
者
と
の
間
の
契
約
等
に
基
づ
き
設
計
及
び
修
理
の
方
法
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
受
け
た
箇
所
の
修
理
で
あ
る
こ
と
。

２
　
特
定
端
末
機
器
の
修
理
の
方
法
は
、
修
理
方
法
書
に
記
載
さ
れ
た
修
理
の
必
要
な
箇
所
ご
と
の
修
理
の
方
法
の
手
順
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
条
第
二
項
第
一
号
の
修
理
の
手
順
に
お
い
て
は
、
特
定
端
末
機
器
の
修
理
に
お
け
る
当
該
特
定
端
末
機
器
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
の
措
置
そ
の
他
情
報
の
管
理
及
び
取
扱
い
の
方
法
が
明
ら
か
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
登
録
）

第
四
十
七
条
　
法
第
六
十
八
条
の
六
第
一
項
の
変
更
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
登
録
修
理
業
者
は
、
様
式
第
十
七
号
の
申
請
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
六
十
八
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
総
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
範
囲
を
縮
小
す
る
も
の
と
す
る
。

（
通
知
）

第
四
十
八
条
　
総
務
大
臣
は
、
法
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
の
登
録
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
登
録
番
号
を
当
該
登
録
の
申
請
を
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
法
第
六
十
八
条
の
六
第
一
項
の
変
更
登
録
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
変
更
登
録
の
申
請
を
し
た
者
に
、
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
）

第
四
十
九
条
　
登
録
修
理
業
者
は
、
法
第
六
十
八
条
の
六
第
四
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
八
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
届
出
者
が
法
人
の
場
合
で
あ
っ

て
、
役
員
に
変
更
が
あ
る
と
き
は
、
様
式
第
十
六
号
の
誓
約
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
登
録
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

（
修
理
及
び
修
理
の
確
認
の
記
録
等
）

第
五
十
条
　
法
第
六
十
八
条
の
七
第
二
項
の
修
理
及
び
修
理
の
確
認
の
記
録
に
記
載
す
べ
き
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号
等
、
製
造
番
号
そ
の
他
修
理
し
た
特
定
端
末
機
器
を
特
定
で
き
る
番
号

二
　
修
理
及
び
修
理
の
確
認
の
年
月
日

三
　
修
理
及
び
修
理
の
確
認
を
行
っ
た
責
任
者
の
氏
名

四
　
修
理
及
び
修
理
の
確
認
の
内
容

２
　
前
項
の
修
理
及
び
修
理
の
確
認
の
記
録
は
、
当
該
修
理
の
確
認
を
し
た
日
か
ら
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
修
理
及
び
修
理
の
確
認
の
記
録
の
保
存
は
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
必
要
に
応
じ
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
用
い
て
直
ち
に

表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
表
示
）

第
五
十
一
条
　
法
第
六
十
八
条
の
八
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
表
示
は
、
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
登
録
修
理
業
者
は
、
法
第
六
十
八
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
修
理
し
た
特
定
端
末
機
器
に
付
さ
れ
て
い
る
表
示
と
同
一
の
表
示
を
付
す
る
と
き
は
、
当
該
付
さ
れ
て
い
る
表
示
が
、
様
式
第
七
号
に
よ
る
表
示
で
あ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
同
様
式
注
１
か
ら
注
３
ま
で
、
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
表
示
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
様
式
注
１
か
ら
注
３
ま
で
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
五
十
二
条
　
登
録
修
理
業
者
は
、
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
十
号
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
表
）

第
五
十
三
条
　
総
務
大
臣
は
、
法
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
の
登
録
若
し
く
は
法
第
六
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
登
録
を
し
た
と
き
又
は
登
録
修
理
業
者
か
ら
法
第
六
十
八
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出

が
あ
っ
た
と
き
は
、
登
録
修
理
業
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
氏
名
又
は
名
称

二
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
登
録
若
し
く
は
変
更
登
録
を
し
た
年
月
日
又
は
登
録
修
理
業
者
が
変
更
を
し
た
年
月
日

四
　
登
録
番
号

五
　
登
録
若
し
く
は
変
更
登
録
又
は
登
録
修
理
業
者
が
変
更
を
し
た
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
範
囲
及
び
修
理
の
箇
所

２
　
総
務
大
臣
は
、
登
録
修
理
業
者
か
ら
法
第
六
十
八
条
の
十
第
一
項
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
又
は
法
第
六
十
八
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
登
録
修
理
業
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
表
す
る
も

の
と
す
る
。

一
　
氏
名
又
は
名
称

二
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
登
録
の
年
月
日

四
　
登
録
番
号

五
　
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
登
録
を
取
り
消
し
た
年
月
日
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３
　
前
二
項
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
六
章
　
雑
則

（
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
等
）

第
五
十
四
条
　
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
（
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
確
認
方
法
書
を
除
く
。
）
は
、
日
本
語
で
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
五
章
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
申
請
書
又
は
届
出
書
に
添
付
す
る
書
類
は
、
当
該
書
類
の
記
載
事
項
の
全
て
を
記
録
し
た
電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
五
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
）

か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
及
び
設
計
に
つ
い
て
の
認
証
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
は
、

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
総
務
省
令
第
十
五
号
。
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
届
出
書
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
認
定
員
と
し
て
選
任
の
届
出
が
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
同
規
則
第
十
三
条
第
五
号
の
同
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者
は
、
平
成
十
九
年
九
月
十
日
ま
で
は
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
規
則
第
四
条
の
認
定
又
は
第
九
条
の
認
証
の
申
請
に
係
る
審
査
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
法
の
規
定
に
よ
り
認
可
を
受
け
て
い
る
業
務
規
程
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
（
そ
の
期
間
内
に
新
法
第
七
十
一
条
の
四
（
同
法
第
七

十
二
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
該
届
出
が
あ
っ
た
日
）
ま
で
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
業
務
規
程
と
み
な
す
。

６
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
規
則
の
規
定
に
よ
り
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
省
令
の
相
当
す
る
規
定
に
よ
り
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

７
　
旧
規
則
の
別
表
第
五
号
で
定
め
る
表
示
は
、
新
規
則
の
様
式
第
七
号
で
定
め
る
表
示
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
二
日
総
務
省
令
第
四
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
総
務
省
令
第
六
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
二
八
日
総
務
省
令
第
五
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
一
〇
月
二
五
日
総
務
省
令
第
九
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
端
末
機
器
に
係
る
表
示
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
端
末
機
器
に
係
る
法
第
五
十
三
条
の
端
末
機
器
技
術
基
準
適
合
認
定
若
し
く
は

法
第
五
十
六
条
の
設
計
認
証
の
求
め
の
審
査
又
は
法
第
六
十
三
条
の
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
の
届
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
旧
規
則
第
三
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
端
末
機
器
に
係
る
規
定
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
端
末
機
器
に
付
す
る
表
示
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
三
月
二
八
日
総
務
省
令
第
三
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
端
末
機
器
に
係
る
表
示
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
八
月
一
四
日
総
務
省
令
第
六
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
七
日
総
務
省
令
第
八
九
号
）
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こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
二
月
二
七
日
総
務
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
〇
日
総
務
省
令
第
六
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
電
波
法
及
び
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
電
気
通
信
事
業
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
較
正
又
は
校
正
（
以
下
「
較
正
等
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
第
五
条
の
二

の
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
降
最
初
に
較
正
等
を
受
け
る
日
ま
で
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
二
四
日
総
務
省
令
第
四
九
号
）
　
抄

こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
二
月
八
日
総
務
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
一
四
日
総
務
省
令
第
五
号
）
　
抄

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
電
気
通
信
事
業
法
及
び
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
二
十
四
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
総
務
省
令
第
一
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
一
月
一
九
日
総
務
省
令
第
一
〇
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
総
務
省
令
第
三
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
号
　
技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
（
第
五
条
、
第
八
条
、
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
七
条
関
係
）

技
術
基
準
適
合
認
定
の
た
め
の
審
査
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
設
計
の
審
査

技
術
基
準
適
合
認
定
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
（
以
下
「
申
込
機
器
」
と
い
う
。
）
の
名
称
、
用
途
、
構
成
、
機
能
及
び
仕
様
の
概
要
を
説
明
し
た
資
料
、
外
観
、
構
造
及
び
寸
法
を
記
載
し
た
外
観
図
、
接
続
系
統
図
、
ブ
ロ
ッ
ク

図
並
び
に
機
器
の
取
扱
い
及
び
操
作
の
方
法
を
説
明
し
た
資
料
に
よ
り
、
設
計
の
内
容
が
技
術
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
。

二
　
試
験

申
込
機
器
に
つ
い
て
、
技
術
基
準
ご
と
に
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
試
験
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
方
法
に
よ
り
試
験
を
行
い
、
か
つ
、
技
術
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
。
ま
た
は
、

次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
適
合
す
る
試
験
結
果
を
記
載
し
た
書
類
及
び
当
該
試
験
結
果
が
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
書
類
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、
当
該
申
込
機
器
の
提
出
を
要
し
な
い
も
の
と
し
、

試
験
に
代
え
て
当
該
試
験
結
果
を
記
載
し
た
書
類
及
び
当
該
試
験
結
果
が
次
の
（
１
）
及
び
（
２
）
に
適
合
す
る
こ
と
を
示
す
書
類
等
に
よ
り
適
合
性
の
審
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（１）
　
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
の
較
正
等
を
受
け
た
測
定
器
等
を
使
用
し
て
試
験
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
技
術
基
準
ご
と
に
総
務
大
臣
が
別
に
告
示
す
る
試
験
方
法
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
方
法
に
よ
り
行
っ
た
試
験
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
二
号
　
設
計
認
証
の
た
め
の
審
査
（
第
五
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
五
条
及
び
第
三
十
五
条
関
係
）

第
十
九
条
及
び
第
三
十
五
条
の
設
計
認
証
の
た
め
の
審
査
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
設
計
の
審
査

別
表
第
一
号
一
の
規
定
は
、
設
計
認
証
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
の
設
計
の
内
容
が
技
術
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
技
術
基
準
適
合
認

定
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
（
以
下
「
申
込
機
器
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
設
計
認
証
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
　
試
験

別
表
第
一
号
二
の
規
定
は
、
設
計
認
証
の
求
め
に
係
る
設
計
（
当
該
求
め
に
係
る
確
認
の
方
法
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
一
の
端
末
機
器
の
審
査
又
は
当
該
一
の
端
末
機
器
の
試
験
結
果
を
記
載
し
た
書
類
の
審
査
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
申
込
機
器
」
と
あ
る
の
は
「
設
計
認
証
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
」
と
、
「
当
該
申
込
機
器
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
設
計
認
証
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

三
　
確
認
の
方
法
の
審
査

設
計
認
証
に
係
る
確
認
方
法
書
（
端
末
機
器
が
そ
の
設
計
に
合
致
す
る
こ
と
の
確
認
の
方
法
に
係
る
別
表
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
書
類
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
端
末
機
器
の
取
扱

い
に
係
る
工
場
等
の
全
部
が
別
表
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
と
し
て
登
録
認
定
機
関
が
認
め
る
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
設
計
認
証
の
求
め
に
係
る
設
計
（
当
該
求
め
に

係
る
確
認
の
方
法
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
一
の
端
末
機
器
に
よ
り
、
設
計
認
証
の
求
め
に
係
る
設
計
に
基
づ
く
端
末
機
器
の
い
ず
れ
も
が
当
該
設
計
に
合
致
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
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て
審
査
を
行
う
。
た
だ
し
、
二
に
お
い
て
準
用
す
る
別
表
第
一
号
二
の
規
定
に
よ
り
当
該
一
の
端
末
機
器
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
当
該
設
計
認
証
に
係
る
確
認
方
法
書
及
び
試
験
結
果
を
記
載
し
た
書
類
等
に
よ
り
審

査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
三
号
　
設
計
認
証
に
係
る
確
認
方
法
書
の
記
載
事
項
（
第
十
九
条
及
び
第
三
十
五
条
関
係
）

設
計
認
証
に
係
る
確
認
方
法
書
の
記
載
事
項
は
、
次
表
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
と
す
る
。

　
事
項

記
載
内
容

一
組
織
並
び
に
管
理
者
の
責
任
及

び
権
限

法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
義
務
（
以
下
「
設
計
合
致
義
務
」
と
い
う
。
）
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
を
管
理
し
、
実
行
し
、
検
証
す
る
た
め
の
組
織
並
び
に
管
理
責
任
者
の
責
任
及
び
権
限
の

分
担
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
説
明

二
設
計
合
致
義
務
を
履
行
す
る
た

め
の
管
理
方
法

設
計
合
致
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
端
末
機
器
の
取
扱
い
に
お
け
る
管
理
方
法
に
関
す
る
規
程
が
具
体
的
か
つ
体
系
的
に
文
書
と
し
て
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
設
計
合
致
義
務
が
適
切

に
履
行
さ
れ
る
こ
と
の
説
明

三
端
末
機
器
の
検
査

設
計
合
致
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
端
末
機
器
の
検
査
手
順
そ
の
他
検
査
に
関
す
る
規
程
が
文
書
と
し
て
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
検
査
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
の
説
明

四
測
定
器
等
の
管
理

端
末
機
器
の
検
査
に
必
要
な
測
定
器
等
の
管
理
に
関
す
る
規
程
が
文
書
と
し
て
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
測
定
器
等
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
の
説
明

五
そ
の
他

そ
の
他
設
計
合
致
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

別
表
第
四
号
　
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
の
検
証
の
方
法
（
第
四
十
一
条
関
係
）

第
四
十
一
条
第
一
項
の
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
の
検
証
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
設
計
の
検
証

別
表
第
一
号
一
の
規
定
は
、
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
特
定
端
末
機
器
（
以
下
「
確
認
機
器
」
と
い
う
。
）
の
設
計
の
内
容
が
技
術
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
技
術
基
準
適
合
認
定
の
求
め
に
係
る
端
末
機
器
（
以
下
「
申
込
機
器
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
確
認
機
器
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
　
試
験

確
認
機
器
に
つ
い
て
、
次
に
従
っ
て
試
験
を
行
い
、
か
つ
、
技
術
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。

（１）
　
別
表
第
一
号
二
（
１
）
及
び
（
２
）
の
規
定
は
、
確
認
機
器
の
検
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（２）
　
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、
当
該
試
験
の
実
施
に
関
す
る
十
分
な
経
験
及
び
技
術
的
能
力
を
有
す
る
者
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
当
該
受
託
者
と
当
該
試
験
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
取
り
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
　
別
表
第
一
号
二
に
定
め
る
試
験
の
方
法
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項

イ
　
そ
の
他
当
該
試
験
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

（３）
　
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
し
た
場
合
は
、
当
該
委
託
し
た
試
験
の
結
果
が
（
２
）
の
取
決
め
に
従
っ
て
適
正
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
確
認
の
方
法
の
検
証

技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
確
認
方
法
書
（
特
定
端
末
機
器
が
そ
の
設
計
に
合
致
す
る
こ
と
の
確
認
の
方
法
に
係
る
別
表
第
五
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
定
端
末
機
器
の

製
造
又
は
輸
入
に
係
る
工
場
等
の
全
部
が
別
表
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
も
の
と
し
て
自
ら
確
認
す
る
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
作
成
し
、
当
該
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係

る
確
認
方
法
書
及
び
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
設
計
に
基
づ
く
一
の
特
定
端
末
機
器
に
よ
り
、
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
設
計
に
基
づ
く
特
定
端
末
機
器
の
い
ず
れ
も
が
当
該
設
計
に
合
致
す
る
も
の
と
な
る
こ

と
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。

別
表
第
五
号
　
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
確
認
方
法
書
の
記
載
事
項
（
第
四
十
一
条
関
係
）

別
表
第
三
号
の
規
定
は
、
技
術
基
準
適
合
自
己
確
認
に
係
る
確
認
方
法
書
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
中
「
法
第
五
十
七
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
四
条
第
一
項
」
と
、
「
端
末

機
器
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
端
末
機
器
」
と
、
「
取
扱
い
」
と
あ
る
の
は
「
製
造
又
は
輸
入
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

別
表
第
六
号
　
修
理
の
確
認
の
手
順
（
第
四
十
五
条
第
二
項
第
五
号
及
び
第
四
項
関
係
）

修
理
の
確
認
を
要
す
る
特
定
端
末
機
器
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
確
認
す
る
機
器
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
試
験
を
行
い
、
技
術
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
検
証
す
る
。

一
　
別
表
第
一
号
二
の
規
定
を
確
認
す
る
機
器
の
試
験
の
検
証
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
二
中
「
申
込
機
器
」
と
あ
る
の
は
「
修
理
の
確
認
を
要
す
る
特
定
端
末
機
器
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
　
試
験
は
、
法
別
表
第
三
に
掲
げ
る
測
定
器
等
で
あ
っ
て
、
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
較
正
等
を
受
け
た
も
の
（
そ
の
較
正
等
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
一
日
か
ら
起
算

し
て
一
年
（
第
五
条
の
二
の
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
に
あ
っ
て
は
、
同
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。
）
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
し
て
行

う
。

三
　
確
認
す
る
機
器
の
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
他
の
者
に
委
託
し
た
場
合
は
、
当
該
試
験
の
実
施
に
関
す
る
十
分
な
経
験
及
び
技
術
的
能
力
を
有
す
る
者
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
受
託
者
と
当
該
試
験
の
適
正
な
実
施
を

確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
取
り
決
め
る
。

（１）
　
別
表
第
一
号
二
に
定
め
る
試
験
の
方
法
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
試
験
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項

（２）
　
法
別
表
第
三
に
掲
げ
る
測
定
器
等
で
あ
っ
て
、
法
第
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
較
正
等
を
受
け
た
も
の
（
そ
の
較
正
等
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
一
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
（
第
五
条
の
二
の
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
に
あ
っ
て
は
、
同
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
と
す
る
。
）
以
内
の
も
の
に
限
る
。
）
を
使
用
し
て
試
験
が

行
わ
れ
る
こ
と
の
確
認
に
関
す
る
事
項
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（３）
　
確
認
す
る
機
器
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
管
理
方
法

（４）
　
そ
の
他
当
該
試
験
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

四
　
試
験
を
他
の
者
に
委
託
す
る
場
合
は
、
当
該
委
託
し
た
試
験
の
結
果
が
三
の
取
決
め
に
従
っ
て
適
正
に
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
技
術
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
を
検
証
し
、
確
認
す
る
。

五
　
二
以
上
の
確
認
す
る
機
器
の
検
証
に
お
い
て
、
当
該
確
認
す
る
機
器
の
う
ち
の
一
部
の
も
の
に
つ
い
て
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
当
該
確
認
す
る
機
器
の
う
ち
の
そ
の
他
の
も
の
が
設
計
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
合
理
的
に
推

定
で
き
る
と
き
は
、
当
該
確
認
す
る
機
器
の
う
ち
の
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
、
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
表
第
七
号
　
修
理
体
制
、
管
理
体
制
等
の
管
理
（
第
四
十
五
条
第
三
項
第
一
号
関
係
）

修
理
体
制
、
管
理
体
制
等
の
管
理
に
関
す
る
説
明
は
、
次
の
表
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

事
項

記
載
内
容

一
組
織
並
び
に
管
理
者
の
責
任
及
び
権
限
法
第
六
十
八
条
の
七
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
業
務
を
管
理
し
、
実
行
し
、
又
は
検
証
す
る
た
め
の
組
織
並
び
に
管
理
責
任
者
の
責
任
及
び
権
限
の
分
担
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
説
明

二
法
第
六
十
八
条
の
七
の
義
務
を
履
行
す

る
た
め
の
管
理
の
方
法

法
第
六
十
八
条
の
七
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
特
定
端
末
機
器
の
取
扱
い
に
お
け
る
管
理
の
方
法
に
関
す
る
規
程
が
具
体
的
か
つ
体
系
的
に
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
当
該
義
務

が
適
切
に
履
行
さ
れ
る
こ
と
の
説
明

三
特
定
端
末
機
器
の
修
理
の
方
法

法
第
六
十
八
条
の
七
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
特
定
端
末
機
器
の
修
理
の
手
順
に
関
す
る
規
程
及
び
修
理
の
確
認
の
手
順
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
修
理
及
び

修
理
の
確
認
が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
の
説
明

四
測
定
器
そ
の
他
の
設
備
の
管
理

特
定
端
末
機
器
の
修
理
の
確
認
に
必
要
な
測
定
器
等
の
管
理
に
関
す
る
規
程
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
測
定
器
等
の
設
備
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
説
明

五
そ
の
他

そ
の
他
法
第
六
十
八
条
の
七
の
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
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様
式
第
１
号
（
第
５
条
、
第
６
条
及
び
第
２
５
条
関
係
）

様式第1号（第5条、第6条及び第25条関係）（平16総省令44・平17総省令65・平25総省令32・平26総省令89・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 登録 登録更新申請書 承認 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 登録番号及び登録年月日 第86条第1項の登録 電気通信事業法第88条第2項の登録の更新を受けたいので、下記のとおり申 第104条第1項の承認 請します。 記 1事業の区分 2事務所の名称及び所在地 3技術基準適合認定のための審査に用いる測定器等の要 4法第91条第2項の認定員の選任に関する事項 5業務開始の予定期日 注1登録番号及び登録年月日は、登録の更新の申請に限り記載すること。 2事務所の名称及び所在地については、技術基準適合認定の業務を行う事務所の名称及び所在地を記載すること。 3技術基準適合認定のための審査に用いる測定器等の要には、測定器等ごとに、その名称又は型式、主な仕様、製造事業者名、所在の場所、その所有、借入れ又は委託の別及び審査が可能な端末機器の種類ごとの技術基準を記載すること。全部を記載することができない場合は、別紙に記載する旨を記載し、この様式に定める規格の用紙に記載すること。 4法第91条第2項の認定員の選任に関する事項には、技術基準適合認定の業務を行う事務所ごとに、認定員の氏名及び法別表第二の各号に掲げる条件のうち該当する号を記載すること。 5不要の文字は、抹消すること。 6この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。 7登録の更新の申請の場合にあっては、手数料の額に相当する収入印紙をこの申請書の左上に消印せずにちょう付すること。なお、収入印紙の枚数が多いために申請書の左上にちょう付することができない場合には、申請書の余白又は裏面にちょう付すること。 
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様
式
第
２
号
（
第
５
条
、
第
１
１
条
及
び
第
２
５
条
関
係
）

様式第2号（第5条、第11条及び第25条関係）（令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 登録申請者本人 法人の役員 の経歴書 （ふりがな） 1氏名 2生年月日 3現住所 4経歴 期間 自年月日勤務先並びに職務内容又は業務内容 至年月日 上記のとおり相違ありません。 年月日 氏名 注1不要の文字は、抹消すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
３
号
（
第
５
条
及
び
第
２
５
条
関
係
）

様式第3号（第5条及び第25条関係）（平16総省令44・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 誓約書 年月日 総務大臣殿 （ふりがな） 申請者（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 登録申請者（及びその役員）が、電気通信事業法第87条第2項各号に該当しないことを誓約します。 注1不要の文字は、抹消すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
４
号
（
第
７
条
及
び
第
２
６
条
関
係
）

様式第4号（第7条及び第26条関係）（平16総省令44・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 氏名又は名称等変更届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 登録番号及び登録年月日 電気通信事業法第90条第2項 第104条第4項において準用する同法第90条第2項 の規定により、下記のとおり届け出ます。 記 1変更しようとする事項 2変更しようとする年月日 3変更の理由 注1変更しようとする事項は、変更前及び変更後を対照して記載すること。 2不要の文字は、抹消すること。 3この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
５
号
（
第
８
条
、
第
１
９
条
、
第
２
７
条
及
び
第
３
５
条
関
係
）

様式第5号（第8条、第19条、第27条及び第35条関係）（平16総省令44・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 技術基準適合認定等報告書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 登録番号 電気通信事業法第92条第1項 第103条において準用する同法第92条第1項 第104条第4項において準用する同法第92条第1項 第104条第7項において準用する同法第92条第1項 の規定により、下記のとおり報告します。 記 1端末機器の技術基準適合認定 技術基準適 合認定を受 技術基準適技術基準適技術基準適 けた者の住技術基準技術基準適 合認定を受合認定を受合認定を受 所及び法人適合認定合認定をし けた者の氏けた端末機けた端末機 にあって番号た年月日 名又は名称器の種類器の名称 は、その代 表者の氏名 2端末機器の設計認証 設計認証を 設計認証を受けた者の設計認証に設計認証に 受けた者の住所及び法係る設計に係る設計に設計認証設計認証を 氏名又は名人にあって基づく端末基づく端末番号した年月日 称は、その代機器の種類機器の名称 表者の氏名 注1報告は、毎月1日から15日まで、16日から末日までの期間ごとに、技術基準適合認定又は設計認証したものについてそれぞれの期間経過後2週間以内に報告すること。 2不要の文字は、抹消すること。 3全部を記載することができない場合は、別紙に記載する旨を記載し、この様式に定める規格の用紙に記載すること。 4この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
６
号
（
第
８
条
、
第
１
９
条
、
第
２
７
条
及
び
第
３
５
条
関
係
）

様式第6号（第8条、第19条、第27条及び第35条関係）（令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 氏名又は名称等変更届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 端末機器の技術基準適合認定等に関する規則第8条第5項 第19条第5項 第27条第5項 第35条第5項 の規定により、下 記のとおり届け出ます。 記 1変更した事項 2変更した年月日 注1変更した事項は、変更前及び変更後を対照して記載すること。 2不要の文字は、抹消すること。 3この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
７
号
（
第
１
０
条
、
第
２
２
条
、
第
２
９
条
及
び
第
３
８
条
関
係
）

様式第7号（第10条、第22条、第29条及び第38条関係）（平22総省令59・平22総省令92・平25総省令32・平26総省令68・平31総省令5・一部改正） 表示は、次の様式に記号□A及び技術基準適合認定番号又は記号□T及び設計認証番号を付加したものとする。 注1大きさは、表示を容易に識別することができるものであること。 2材料は、容易に損傷しないものであること（電磁的方法によって表示を付す場合を除く。）。 3色彩は、適宜とする。ただし、表示を容易に識別することができるものであること。 4技術基準適合認定番号又は設計認証番号の最後の3文字は総務大臣が別に定める登録認定機関又は承認認定機関の区別とし、最初の文字は端末機器の種類に従い次表に定めるとおりとし、その他の文字等は総務大臣が別に定めるとおりとすること。なお、技術基準適合認定又は設計認証が、二以上の種類の端末機器が構造上一体となっているものについて同時になされたものであるときには、当該種類の端末機器について、次の表に掲げる記号を列記するものとする。 端末機器の種類記号 一第3条第1項第1号に掲げる端末機器A 二第3条第1項第2号に掲げる端末機器E 三第3条第1項第3号に掲げる端末機器F 四第3条第1項第4号に掲げる端末機器B 五第3条第1項第5号に掲げる端末機器C 六第3条第1項第6号に掲げる端末機器D 
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様
式
第
８
号
（
第
１
１
条
及
び
第
２
３
条
関
係
）

様式第8号（第11条及び第23条関係）（平16総省令44・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 選任（解任）届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 登録番号 電気通信事業法第93条 第103条において準用する同法第93条 の規定により、 役員 認定員 を選任（解任）しましたので、下記のとおり届け出ます。 記 1選任（解任）した役員（認定員）の氏名並びに認定員を選任した場合にあっては、その者が技術基準適合認定の業務 技術基準適合認定の業務及び設計認証の業務 を行う事務所の名称及び所在地 2選任（解任）の理由 3選任（解任）した年月日 注1選任（解任）した役員（認定員）の氏名は、選任（解任）前及び選任（解任）後を対照して記載すること。 2不要の文字は、抹消すること。 3この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
９
号
（
第
１
３
条
、
第
２
３
条
、
第
３
１
条
及
び
第
３
９
条
関
係
）

様式第9号（第13条、第23条、第31条及び第39条関係）（平16総省令44・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 業務規程の届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 登録番号 電気通信事業法第94条前段 第103条において準用する同法第94条前段 第104条第4項において準用する同法第94条前段 第104条第7項において準用する同法第94条前段 の規定により、業務規程を添えて届け出ます。 注1不要の文字は、抹消すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
１
０
号
（
第
１
３
条
、
第
２
３
条
、
第
３
１
条
及
び
第
３
９
条
関
係
）

様式第10号（第13条、第23条、第31条及び第39条関係）（平16総省令44・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 業務規程の変更届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 登録番号 電気通信事業法第94条後段 第103条において準用する同法第94条後段 第104条第4項において準用する同法第94条後段 第104条第7項において準用する同法第94条後段 の規定により、変更後の業務規程を添えて、下記のとおり届け出ます。 記 1変更しようとする事項 2変更しようとする年月日 3変更の理由 注1変更しようとする事項は、変更前及び変更後を対照して記載すること。 2不要の文字は、抹消すること。 3この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
１
１
号
（
第
１
６
条
、
第
２
３
条
、
第
３
３
条
及
び
第
３
９
条
）

様式第11号（第16条、第23条、第33条及び第39条）（平16総省令44・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 業務の休止（廃止）の届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 登録番号 電気通信事業法第99条第1項 第103条において準用する同法第99条第1項 第104条第2項 第104条第7項において準用する同法第104条第2項 の規定により、技術基準適合認定の業務 技術基準適合認定の業務及び設計認証の業務 を休止（廃止）したいので、 休止（廃止）したので、 下記のとおり届け出ます。 記 1休止（廃止）しようとする 休止（廃止）した 技術基準適合認定及び設計認証の業務の範囲 2休止（廃止）しようとする 休止（廃止）した 年月日及び休止しようとする 休止した 場合はその期間 3休止（廃止）の理由 注1不要の文字は、抹消すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
１
２
号
（
第
４
１
条
関
係
）

様式第12号（第41条関係）（平16総省令44・平26総省令89・平29総省令64・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 技術基準適合自己確認届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 電気通信事業法第63条第2項の規定による技術基準適合自己確認をしたので、同条第3項の規定により、下記のとおり届け出ます。 記 1技術基準適合自己確認を行った特定端末機器の種別及び設計（注1） 2技術基準適合自己確認に係る設計に基づく特定端末機器の名称 3検証の結果の要 一設計の検証検証を行った年月日及び場所 検証を実施した責任者の氏名及び部署の 名称 結果の要（注2） 二試験試験を行った年月日及び場所 試験を実施した責任者の氏名及び部署の 名称（注3） 検証を行った年月日及び場所 検証を実施した責任者の氏名及び部署の 名称 結果の要（注4） 三確認の方法検証を行った年月日及び場所 の検証 検証を実施した責任者の氏名及び部署の 名称 結果の要（注5） 4設計に基づく特定端末機器のいずれもが当該設計に合致することの確認の方法（注6） 5特定端末機器を製造する工場又は事業場の名称及び所在地（輸入業者にあっては、当該特定端末機器の製造業者の氏名又は名称及び住所並びに当該特定端末機器を製造する工場又は事業場の名称及び所在地） 6検証の際に使用した測定器等 較正等を行った 名称又は製造事業 製造番号較正等の年月日者の氏名又は名備考 型式者名 称 （注7） 注1設計については、特定端末機器の設計に係る事項を記載した書類であって別表第四号において準用する別表第一号に定める事項のうち確認機器の用途、構成、機能及び仕様の要等を記載すること。 2設計を検証した結果、確認機器の設計が技術基準に適合するものであることを確認した旨を記載すること。 3試験の全部又は一部を他の者に委託した場合は、委託した試験項目の範囲、受託者の氏名又は名称及び住所（法人にあっては、その代表者の氏名も記載すること）。 4試験に基づく検証の結果、確認機器が技術基準に適合するものであることを確認した旨を記載すること。 5確認の方法の検証の結果、技術基準適合自己確認に係る確認方法書及び技術基準適合自己確認に係る設計に基づく一の特定端末機器により、技術基準適合自己確認に係る設計に基づく特定端末機器のいずれもが当該設計に合致するものとなることを確保することができるものであることを確認した旨を記載すること。 6検証を行った技術基準適合自己確認に係る確認方法書の内容を記載すること。 7検証の際に使用した測定器等が第5条の2の測定器その他の設備であって、当該測定器等の較正等を行った年月日の翌月の1日から起算して当該測定器等を使用した年月日までの期間が1年を超えている場合は、その旨を記載するこ と。また、較正等の方法が法第87条第1項第2号ニに該当する場合は、その測定器等を較正等した法別表第三に掲げる測定器等の名称又は型式、製造事業者名、製造番号、較正等を行った年月日及び較正等を行った者の氏名又は名称を記載すること。 8この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。 
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様
式
第
１
３
号
（
第
４
１
条
関
係
）

様式第13号（第41条関係）（平16総省令44・令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 技術基準適合自己確認変更届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及 び代表者の氏名） 電話番号 届出番号 電気通信事業法第63条第5項の規定により、下記のとおり届け出ます。 記 1変更した事項 2変更した年月日 3変更の理由 注1変更した事項は、変更前及び変更後を対照して記載すること。 2法第63条第3項第4号の事項に係る変更の場合は、変更後の技術基準適合自己確認に係る確認方法書の全文を添付すること。 3この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
１
４
号
（
第
４
３
条
関
係
）

様式第14号（第43条関係）（平22総省令59・平26総省令68・平31総省令5・一部改正） 表示は、次の様式に記号□T及び識別番号を付加したものとする。 注1大きさは、表示を容易に識別することができるものであること。 2材料は、容易に損傷しないものであること（電磁的方法によって表示を付す場合を除く。）。 3色彩は、適宜とする。ただし、表示を容易に識別することができるものであること。 4識別番号の最初の6文字は届出番号とし、7文字目は特定端末機器の種別に従い様式第七号の注4の表で定めるとおりとし、最後の2文字は当該特定端末機器について技術基準適合自己確認の届出を行った西暦年数の十位以下を示す数字とする。なお、技術基準適合自己確認が、二以上の種別の端末機器が構造上一体となっているものについて同時になされたものであるときには、当該種別の端末機器について、様式第七号の注4の表に掲げる記号を列記するものとする。  
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様
式
第
十
五
号
（
第
４
５
条
関
係
）

様式第十五号（第45条関係）（平27総省令9・追加、令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 登録申請書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及び代表者 の氏名） 電話番号 電気通信事業法第68条の3第1項の登録を受けたいので、下記のとおり申請します。 記 1修理を行う事務所の名称及び所在地 2修理する特定端末機器の範囲 3特定端末機器の修理の方法の概要 4修理の確認の方法の概要 注1修理する特定端末機器の範囲には、技術基準適合認定番号、設計認証番号又は届出番号及び「技術基準適合認定を受けた端末機器の型式又は名称」、「設計認証に係る設計に基づく端末機器の型式又は名称」又は「技術基準適合自己確認を行った特定端末機器の型式又は名称」を記載すること。 2修理の方法の概要には、修理の箇所（表示装置、フレーム、マイク、スピーカ、カメラ、ボタン、コネクタ、バイブレーター、電池等）について記載すること。なお、修理する特定端末機器の認証設計又は届出設計に合致するよう修理を行う場合は、修理の箇所のほか、その旨を記載すること。 3修理の確認の方法の概要には、試験の内容及び実施体制を記載すること。 4この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
十
六
号
（
第
４
５
条
及
び
第
４
９
条
関
係
）

様式第十六号（第45条及び第49条関係）（平27総省令9・追加、令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 誓約書 年月日 総務大臣殿 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及び代表者 の氏名） 登録申請者（及びその役員）が、電気通信事業法第68条の4第2項各号に該当しないことを誓約します。 注1不要な文字は、抹消すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
十
七
号
（
第
４
７
条
関
係
）

様式第十七号（第47条関係）（平27総省令9・追加、令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 変更登録申請書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及び代表者 の氏名） 電話番号 登録番号及び登録年月日 電気通信事業法第68条の6第1項の変更登録を受けたいので、下記のとおり申請します。 記 1変更しようとする事項 2変更の内容 3変更予定年月日 4変更の理由 注1変更しようとする事項には、「修理する特定端末機器の範囲」、「特定端末機器の修理の方法の概要」及び「修理の確認の方法の概要」の別を記載すること。 2変更の内容は、変更前及び変更後を対照して記載すること。 3修理する特定端末機器の範囲を追加する場合は、当該追加に係る第45条第2項第3号及び第4号並びに同条第3項に係る書類を添付すること。 4修理方法書を変更したときは、変更後の修理方法書を添付すること。 5この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
十
八
号
（
第
４
９
条
関
係
）

様式第十八号（第49条関係）（平27総省令9・追加、令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 変更届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及び代表者 の氏名） 電話番号 登録番号及び登録年月日 電気通信事業法第68条の6第4項の規定により、下記のとおり届け出ます。 記 1変更した事項 2変更した年月日 3変更の理由 注1変更しようとする事項は、変更前及び変更後を対照して記載すること。 2この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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様
式
第
十
九
号
（
第
５
１
条
関
係
）

様式第十九号（第51条関係）（平27総省令9・追加） 表示は、第48条第1項の規定により通知された登録番号（T及び6桁の数字）を枠で囲み、「登録修理」の文字に続けて付加したものとする。 登録修理T×××××× 注1文字の大きさは、直径3ミリメートル以上であること。 2材料は、容易に損傷しないものであること。 3色彩は、適宜とする。ただし、表示を容易に識別することができるものであること。  
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様
式
第
二
十
号
（
第
５
２
条
関
係
）

様式第二十号（第52条関係）（平27総省令9・追加、令元総省令19・令2総省令103・一部改正） 廃止届出書 年月日 総務大臣殿 郵便番号 住所 （ふりがな） 氏名（法人にあっては、名称及び代表者 の氏名） 電話番号 登録番号 電気通信事業法第68条の10第1項の規定により登録に係る事業を廃止したので、下記のとおり届け出ます。 記 廃止した年月日年月日 注この用紙の大きさは、日本産業規格に定めるA列4番とすること。  
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